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経営者への活きた言葉 
自主判断、自助努力、自己責任の「三つの自」の実行  牛尾 治朗（ウシオ電機会長） 

１．ＩＴ革命によって、人間の情報量は従来の千倍、一万倍にも達するようになりました。しかし、使い方

を誤れば人間性を損なう危険性をはらんでいます。過大な情報と人間を修める哲学のバランスをしっか

りとることが、この時代に大切な一つの大局観といえるでしょう。 

２．私がサラリーマン時代に最初に上司から教わったことは、復唱、復命の大切さでした。上司から「この

書類をＡ社にもって行ってくれ」と言われたら、「分かりました。この書類をＡ社に持って行ってまい

ります」と確認のため必ず復唱すること、担当者が不在であれば、「後ほどまた連絡を取ります」「担当

の方が戻られたので、お渡ししてまいりました」などと途中経過も報告すること、つまり復命の大切さ

です。 

３．最近の人は、情報のやりとりをネットに頼っているため、その責任の所在が
あいまい

曖昧になっています。復唱、

復命をあらゆる場面で確実に実行して、責任の所在を明確にすること。そして、自主判断、自助努力、

自己責任の「三つの自」を実行して自立することです。 

４．着眼大局、着手小局。日本が今後新たな道をひらいていくためには、しっかりとした大局観を持つこと

が重要です。同時に一人ひとりが自立して、この厳しい変化の時代に打つべき布石を誤らないだけの実

力を養っていかなければならないのです。                （参考：「致知」2008 年 4 月号） 

経営者のための危機管理 
会社が大きくなるリスクを考えておく 

大林 豁史（ドトール・日レスホールディングス会長）

１．期限切れの食材を使用していた問題が外食産業で相

次いで発覚しています。せっかく築き上げた会社の

信用や信頼を一気に落とすことがなぜ起きてしま

うのでしょうか。それは、会社が大きくなるという

一番のリスクにヘッジがなされていないからです。

お店の数が少なくて経営者の目が届いているうち

は、大きな問題は起きません。ある規模までは優秀

な人に任せれば会社はうまくいきます。でも、会社

が大きくなるとそうはいきません。安心、安全、信

頼についてはもちろん、様々なリスクヘッジを考え

なければならない。 

２．数年来、大手小売業の経営が相次いで行き詰まった

のも、会社が大きくなるリスクに十分な対応が取ら

れていなかったからではないでしょうか。リスクは

常に存在しています。自信家は失敗したら目を背け

る。その結果、赤字店が増えて会社が危うくなる。

成功より失敗しないことを第一に考えることが重

要です。 
（参考：「日経ビジネス」：2008年1月21日号）

新規成長分野 
「もったいない」の精神で環境ビジネス 

１．日本古来の「もったいない」という言葉が外

国人にも知られるようになった。「もったい

ない」は「物体」の古い読み方で、威厳や品

格を表す。本来の意味は、「有用な人間や物体

が粗末に扱われて惜しい」。この「もったいな

い」精神に基づく法律が、無用のゴミではな

く、有用の資源として生かすことを数値目標

をつけて義務づける「食品リサイクル法」だ。

昨年に改正され、食品関連事業者への指導監

督が強化された。 

２．経済産業省産業構造審議会環境部会が策定し

た「環境を力にするビジネス」の成長戦略で

は、2005 年に 59 兆円だった全体の市場規模

を 2015 年には 40％増の 83 兆円と予測。この

うち廃棄物処理・リサイクル装置などの 3Ｒ

（リサイクル、リユース、リデュース）関連

は 20％増の 30 兆円が目標。環境ビジネスの

未来を切り開くのは「もったいない」の精神

だ。  
 （参考：「野村週報」2008 年 3 月 17 日号）

古典に学ぶ 
性質気質 

「性は同じゅうして質は異なり、質の異なるは教の
よ

由って設くる所なり。性の同じきは、教の由って立つ所

なり」 

（訳）人の本性は同じであり、気質は違っている。気質が違うため教育が必要になる。そして本性が同じで

あるから教育の効果が出るのである。          （参考：佐藤一斎「言志四録」）：ＰＨＰ文庫 

 


